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６号車、カメラ１の映像 

男性が倒れる瞬間の映像 

５秒後、倒れた男

性の周囲に他の乗

客の姿はなく･･･ 

逃げていく乗客

たちの姿 

中国上海地下鉄で起こった、転倒乗客放置パニックの映像 

これらは、2008年から上海地下鉄の約 3000車両に設置されているオプト株式会社製の 360度カメラで撮影された

映像です。 モニターには、１台のカメラで撮影した全周囲映像を、90°ずつの４分割モードで表示しています。 



中国上海市の地下鉄運営会社はこのほど、地下鉄内で最近起きた“パニック”について紹介した。車内で外
国人男性が倒れ、この車両を合わせて前後３車両の乗客たちが逃げ惑ったというものだ。解放日報が２０日
伝えた。 
 
報道によると、この騒ぎは今月９日の夜９時半ごろに起きた。意識を失ったとみられる外国人男性が列車が
ブレーキをかけた拍子に座席から床に落ち、そのまま仰向けに倒れた。これを見た周囲の乗客たちが男性を置
き去りにして逃げ始め、男性が倒れた車両には１０秒もしないうちに誰もいなくなった。乗客の一部が「大変
だ！」と叫んだため、前後の車両に乗っていた人々も一斉に逃げ、その際に転んだ人がいたが、大事には至らな
かった。 
 
地下鉄会社では「パニックになると将棋倒しなどが起きて危険だ」として、乗客に対し、なにか起きてもやみくもに
他人に続かず、冷静に判断するように呼びかけた。 
この報道に対して、同国のインターネット・ユーザーたちが次々と、中国人のモラルについて嘆く声を上げた。コメ
ントの一部を拾ってみる。 
 
「これが中国の道徳教育！悲しい！」 
「社会の変わりようはもう、なんて言っていいか分からない。人間が冷たくなってしまった。国のイメージに影響す
ることで、悲しい」 
「大都市のいわゆる“民度の高い人”ほど、義を重んじることがなくなってきたという印象」 
 
「冷たい中国人」 
「道徳の最低ラインも守られていない。元に戻すことはムリ」 
「これが典型的な中国人。臆病なのに、身の程知らずに尊大な態度をとる！」 
 
「これがわれらが国際大都市、上海の姿！これが中国人の民度！これが中国人のチキンぶり！なんて悲し
い！いつになったら中国人は堂々としていられるようになるんだ？」 
「中国人の民度、悲しくて嘆かわしい。国のイメージに悪影響。こんな中国が強大になれるか？」 
 
「悲しすぎる！この外国人男性が無事でありますように」 
 
「５０００年の文明も捨てたな」 
「こんな調子じゃ、日本が攻撃して来たら１カ月もしないうちに中国は負ける」 
 
「ちょっと待って。そんな単純なことじゃなくて、乗客たちはエボラ出血熱を恐れたんじゃないの？ 外国で流行し
ている時に外国人が突然倒れたら、怖くない？」 
 
（編集翻訳 恩田有紀）  
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